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パラパラマンガで楽しいお正月！
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『お正月』より

『ゆきだるま？』より



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは38ページに掲載しています。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
町
政
推
進
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
四
期
16
年
の
前
木
村
町
政
を
引
き
継
ぎ
、
町
政

の
舵
取
り
役
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
初
め

て
の
新
年
を
迎
え
、「
精
華
町
の
未
来
の
た
め
に
」

と
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
、
新
た

な
時
代
の
幕
明
け
と
な
り
、
日
本
で
開
催
さ
れ
た

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、「
ワ
ン
チ
ー

ム
」
を
旗
印
に
掲
げ
た
日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
に
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
、
東
京
を
中
心
に
東
日
本
各
地
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
本
町
と
し
て
も
可
能
な
限
り
、
町
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が
増
加

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
健
康
増
進
や
住
民
同
士

の
交
流
が
深
ま
り
、
ひ
い
て
は
「
健
康
寿
命
」
の

延
伸
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
嬉

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
今
年
は
学
研
狛
田
東
地
区
の
開
発
が
い

よ
い
よ
進
展
す
る
も
の
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。
近
鉄
け
い
は
ん
な
線
の
新
祝
園
駅
へ
の
延
伸

に
向
け
た
機
運
醸
成
と
あ
わ
せ
、
町
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
実
施
設
計
に
向
け
て
注
力

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
、
町
議
会
に
深
い
ご
理
解
と
格
別

の
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
平
成
か
ら
令

和
に
改
元
さ
れ
、ま
た
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
１
９
で
は
、
強
豪
を
破
る
快
進
撃
で
初
の

ベ
ス
ト
８
進
出
と
い
う
明
る
い
話
題
の
一
方
、
台

風
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
改
め
て
、
自

然
の
脅
威
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
は
、「
い
つ
、
ど
こ
で
」
発
生
す
る
の
か
、

全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
避
難
場
所
や
経
路
な
ど
を

確
認
し
、
日
ご
ろ
か
ら
心
構
え
を
持
っ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
さ
て
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
全
国
町
村
議
会
議
長

会
創
立
70
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、「
改
革
先

進
議
会
表
彰
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

本
町
議
会
の
議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
が
、「
先

駆
け
と
な
り
、
全
国
的
に
議
会
改
革
の
気
運
を
高

め
る
に
至
っ
た
」
と
し
て
、
特
別
に
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
明
確
に

し
た
「
精
華
町
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
議

会
権
能
の
充
実
、
住
民
と
の
協
働
な
ど
、「
開
か

れ
た
議
会
」
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
推
し
進
め
て
き
た
結
果
と
捉
え
、
今
後
に
お

き
ま
し
て
も
引
き
続
き
、「
チ
ー
ム
議
会
」
と
し

て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

精
華
町
長
　杉
浦 
正
省

精
華
町
長
　杉
浦 
正
省

精
華
町
議
会
議
長
　三
原 

和
久

精
華
町
議
会
議
長
　三
原 

和
久

新春のお喜びを申し上げます新春のお喜びを申し上げます新春のお喜びを申し上げます新春のお喜びを申し上げます

新年号を飾る葉ボタンの花文字（祝園駅西側駅前広場）新年号を飾る葉ボタンの花文字（祝園駅西側駅前広場）
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▶５㌔の部
　◆中学生以上50歳未満男子／女子
　　谷奥 耕

こう

昌
すけ

（16分47秒）／藤室 美
み

紀
き

（23分00秒）
　◆50歳以上男子／女子
　　大久保 信

のぶ

生
お

（20分58秒）／南部 かづみ（22分46秒）
▶10㌔の部
　◆中学生以上50歳未満男子／女子
　　赤井 亮

りょう

太
た

（34分03秒）／三浦 夕
ゆ

紀
き

子
こ

（49分11秒）
　◆50歳以上男子／女子
　　井上 靖

やす

二
じ

（40分28秒）／岡 佳
か

保
ほ

里
り

（44分42秒）

ｑ精華町体育協会事務局（むくのきセンター内）
　ｔ98－0200

　第12回せいかマラソンが11月３日（祝・日）、むくのき
センターを発着として木津川堤防で行われました。
　今年は406人がエントリー。木津川堤防や八幡木津自転
車道を疾走し、ゴールを目指して競う白熱したレース展開
となりました。
　各部門の優勝者は次の通りです。

▶２㌔の部
　◆小学生１・２年男子／女子
　　三浦 佳

けい

（８分23秒）／川添 咲
さ

歩
ほ

（８分46秒）
▶３㌔の部
　◆小学生３・４年男子／女子
　　荒木 洋

よう

祐
すけ

（12分11秒）／宇野 瑚
こ

音
と

美
み

（12分20秒）
　◆小学生５・６年男子／女子
　　石橋 慧

けい

大
と

（11分18秒）／島田 紗
さ

優
ゆ

（12分16秒）

木津川臨み
406人駆ける	
せいかマラソン

動物愛護写真コンクール特選受賞
　
９
月
22
日
㈰
、
京
都
市 

岡
崎
公
園
で
京
都
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
「
人
と
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、

京
都
府
・
京
都
市
に
よ
る
動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
精
華
町
か
ら
古
川
則
行
さ
ん
が
最
高
賞
で
あ
る
特
選
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

森島 文夫さん

特選受賞作品「何が見えるかな？」

長
年
の
功
績
、
栄
え
あ
る
受
章

　
令
和
元
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
・
第
33
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者
が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
、

精
華
町
か
ら
次
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

秋
の
叙
勲

▼�

岩
井 

作
さ
ん
（
桜
が
丘
四
丁
目
地
区
）

　
気
象
業
務
功
労
に
よ
る
瑞
宝
双
光
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

▼�

森
島 

文
夫
さ
ん
（
南
稲
八
妻
地
区
）

　
消
防
功
労
に
よ
る
瑞
宝
単
光
章

　
９
月
に
募
集
し
た
「
第
21
回
精
華
町
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」（
精
華
町
き
れ

い
な
ま
ち
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会
・
精
華
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
主
催
）
の
受
賞
者

が
、
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。

　

花
の
植
栽
や
環
境
保
全
を
テ
ー
マ
に
し
た

活
動
（
写
真
審
査
）、
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
、
16
人
の
方
と
、
４
団
体
の
受
賞
が
決
ま
り

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

活
動
分
野
※
①
最
優
秀
賞
②
優
秀
賞

▼�

花
い
っ
ぱ
い
運
動
・
緑
化
活
動
部
門
（
自
治

会
・
団
体
）

　
①
祝
園
す
み
れ
会

　
②
北
ノ
堂
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

▼
環
境
活
動
部
門

　
①
精
華
台
三
丁
目
自
治
会

　
②
光
台
ス
ミ
レ
ク
ラ
ブ

▼
花
い
っ
ぱ
い
運
動
・
緑
化
活
動
部
門
（
個
人
）

　
①
芳
本 

初
江
（
精
華
台
三
丁
目
）

　
②
田
中 

一
義
（
桜
が
丘
三
丁
目
）

ポ
ス
タ
ー
分
野
※
①
最
優
秀
賞
②
優
秀
賞

▼
３
歳
以
下

　
①
山
﨑 

瑛え
い

介す
け

（
せ
い
か
だ
い
保
）

　
②
堀 

陽ひ

菜な

（
せ
い
か
だ
い
保
）

▼
４
歳

　
①
西
村 

恭き
ょ
う

一い
ち

（
星
の
光
幼
）

　
②
図
司 

花か

莉り

奈な

（
せ
い
か
だ
い
保
）

▼
５
歳

　
①
太
田 

麗う
ら
ら（
精
華
聖
マ
リ
ア
幼
）

　
②
岩
城 

実み
の

里り

（
せ
い
か
だ
い
保
）

▼
小
学
１･

２
年

　
①
中
山 

蘭ら
ん

花か

（
精
華
台
小
）

　
②
濱
田 

康こ
う

平へ
い

（
山
田
荘
小
）

▼
小
学
３・４
年

　
①
山
本 

結ゆ

月づ
き

（
川
西
小
）

　
②
杉
本 

夢ゆ
め

奈な

（
山
田
荘
小
）

▼
小
学
５・６
年

　
①
藤
田 

柚ゆ
ず

貴き

（
精
華
台
小
）

　
②
谷
本 

悠ゆ
う

馬ま

（
川
西
小
）

▼
中
学
生

　
①
佐
々
木 

悠ゆ
う

乃の

（
精
華
中
）

　
②
山
下 

苺も

も々

（
精
華
西
中
）

　
こ
れ
ら
の
活
動
が
、
今
後
よ
り
多
く
の
地
域

や
家
庭
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
、

受
賞
作
品
を
１
月
20
日
㈪
～
２
月
7
日
㈮
、
町

立
図
書
館
前
交
流
ス
ペ
ー
ス
（
町
役
場
２
階
）

で
展
示
し
ま
す
。

ｑ�

精
華
町
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
運
動
推
進
協

議
会
（
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
内
）

　
ｔ
95

－

１
９
３
４

16人 ･ ４団体が受賞
きれいなまちづくりコンクール

　

令
和
元
年
12
月
１
日
付
け
で
64
人
が
、
厚

生
労
働
大
臣
お
よ
び
京
都
府
知
事
か
ら
民
生
委

員
・
児
童
委
員
【
注
】
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
令
和
４
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員

は
、
幅
広
い
分
野
に
精
通
し
た
皆
さ
ん
が
地
域

か
ら
選
出
さ
れ
、
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
・

支
援
者
と
し
て
、
ま
た
、
主
に
高
齢
者
、
障
害

の
あ
る
方
や
子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
の
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
委
嘱
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
）

【
注
】
法
律
で
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

ｑ�

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係
（
か
し
の
き
苑
内
）

　
ｔ
94

－

５
２
０
０

地
域
福
祉
の
相
談
役

民
生
委
員･

児
童
委
員
に
64
人
委
嘱

担当地区など 氏名 南 石津　和枝 光台六丁目 六山　正喜

菱田 松阪　治彥 南 田畑　正子 光台六丁目 中西　栄子

菱田 福山　新一 祝園西一丁目 幸重恵理子 光台七丁目 藤井　平和

菱田 岡本　義次 祝園西一丁目 井上　喜代 光台七丁目 北﨑　和博

滝ノ鼻 竹内　幸子 中 松岡　　忍 光台八丁目 尾﨑麻由美

中久保田 畠山　良子 東 西島　和代 光台九丁目 田中　幸代

舟 北川　陽子 東 河本弥栄美 南稲八妻 白畑　丈子

舟 眞鍋　義治 東 三村　一葉 南稲八妻 寺峰美智子

里 井上　　好 西北 安田千惠子 精華台一丁目 横井貴恵子

僧坊 髙岸　壽男 山田 山澤　知子 精華台一丁目
トチノキ 森　　修美

僧坊 檀上　幸裕 乾谷 久保さよ子 精華台ニ丁目
アズ・マニッシュ ,
コート兼務

加藤　　博
僧坊 藤田　綾子 柘榴 上村　晴彦

旭 山田　光男 桜が丘一丁目 有信　青俊 精華台三丁目 田中　義明

谷 永嶋美栄子 桜が丘二丁目 本部真理子 精華台四丁目 五十嵐範子

北稲八間 桐本美代子 桜が丘三丁目 藤井　敏一 精華台四丁目 長谷川百合子

植田 島田　憲子 エスペローマ 田村　初子 精華台五丁目 秋山　 夫

菅井 西田　邦子 桜が丘四丁目 小西　明一 精華台二丁目
イ　ン　グ　ス 田中　　清

北ノ堂 小寺美佐江 東畑 植西眞里子 主任児童委員
精北小学校区担当 平原　 子

北ノ堂 岡田　敦子 東畑 岩前　宏佳 主任児童委員
川西小学校区担当 安村美千代

馬渕 久川　亮祐 光台四丁目 髙橋　朝子 主任児童委員
山田荘小学校区担当 飯田智香子

南 筆谷　且子 光台四丁目 谷澤　良一 主任児童委員
東光小学校区担当 鎌仲由利子

南 森島　由佳 光台五丁目 村田　恵巳 主任児童委員
精華台小学校区担当 尾﨑万佐子
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税理士・行政書士　 　原　義　明
税理士・行政書士　 　原　庸　貴
税理士・社 労 士　大　倉　　　康

〒619-0238　京都府相楽郡精華町精華台７丁目4-1

整形外科/外科/脳神経外科/泌尿器科/内科/消化器内科/
循環器内科/総合内科/呼吸器内科/神経内科/眼科/小児科/
皮膚科/リハビリテーション科/放射線科/麻酔科/
脊椎・脊髄センター/健診センター

※救急告示病院（随時受付）

　広 告（掲載内容については各広告主に問い合わせてください）

町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは38ページに掲載しています。

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
方
へ

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
方
が
確
定
申
告
を
す

る
場
合
は
、
確
定
申
告
が
不
要
と
な
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
制
度
を
申
請
し
て
い
て
も
無
効
に

な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
寄
附
金
受
領
証
明
書

を
添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
「
寄
附
金
税

額
控
除
に
係
る
申
告
特
例
申
請
書
受
付
書
は
代

わ
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
」。

配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除

を
受
け
ら
れ
る
方
へ

　
平
成
29
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
配
偶
者
控

除
・
配
偶
者
特
別
控
除
の
控
除
額
な
ど
の
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
下
記
の
表
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
改
正
は
令
和
元
年

度
分
以
後
の
所
得
税
（
住
民
税
は
平
成
31
年
度

分
以
後
）
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告

の
際
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

自
宅
で
確
定
申
告
書
作
成

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
案
内
に
従
っ
て
必
要
事

項
を
入
力
す
る
と
税
額
が
自
動
で
計
算
さ
れ
、

申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。

　
作
成
し
た
確
定
申
告
書
な
ど
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

で
送
信
で
き
る
ほ
か
、
印
刷
し
て
郵
便
や
信
書

便
で
も
提
出
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ｑ�

宇
治
税
務
署
（
〒
６
１
１

−

８
５
８
８
宇

治
市
大
久
保
町
井
の
尻
60

−

３
）
ｔ
44

−
４
１
４
１

　
宇
治
税
務
署
の
「
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得

税
」（
以
下
、
所
得
税
）
の
申
告
受
付
が
始
ま

り
ま
す
。

　
申
告
に
は
、
源
泉
徴
収
票
・
各
種
控
除
証
明

書
・
認
め
印
・
還
付
金
の
振
込
先
が
分
か
る
も

の
（
還
付
を
受
け
る
場
合
）・
そ
の
ほ
か
申
告

に
必
要
な
書
類
、
ま
た
平
成
28
年
分
の
申
告
書

か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
書
類

の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
の
で

忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
会
場
で
は
相

談
も
行
い
ま
す
。

　
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
を
売
却
し
た
所
得

（
譲
渡
所
得
）
の
あ
る
方
、
贈
与
税
の
申
告
や

相
談
な
ど
は
、
宇
治
税
務
署
＝
地
図
右
＝
で
の

み
受
け
付
け
ま
す
。

※�

宇
治
税
務
署
の
近
隣
に
は
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス

は
あ
り
ま
せ
ん
。
写
し
が
必
要
な
書
類
は
事

前
に
コ
ピ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

車
で
お
越
し
の
際
は
、
臨
時
駐
車
場
（
税
務

署
か
ら
西
約
６
０
０
㍍
）
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

確
定
申
告
が
必
要
な
主
な
方

・�

給
与
の
収
入
金
額
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え

る
方

・�

給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て
い
て
、
各
種
の

所
得
金
額
（
給
与
所
得
・
退
職
所
得
を
除

く
）
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

・�

給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、
年

末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額

と
、
各
種
の
所
得
金
額
（
給
与
所
得
・
退
職

所
得
を
除
く
）
と
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
方

・�

中
途
退
職
し
た
方
や
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

で
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方

・�

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
ほ
か

確
定
申
告
で
所
得
税
が
戻
る
方

　
年
金
や
給
与
の
所
得
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

・�

マ
イ
ホ
ー
ム
の
購
入
や
新
築
・
増
改
築
を
し

て
、
住
宅
借
入
金
な
ど
特
別
控
除
を
受
け
る

場
合

・�

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
支
払
っ
た
医
療
費
の
医

療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

・�

災
害
や
盗
難
、
横
領
に
よ
り
住
宅
や
財
産
な

ど
の
資
産
に
受
け
た
損
害
な
ど
の
雑
損
控
除

を
受
け
る
場
合
ほ
か

※�

そ
れ
ぞ
れ
の
控
除
な
ど
の
適
用
を
受
け
る
た

め
の
条
件
や
必
要
な
添
付
書
類
な
ど
は
、
事

前
に
税
務
署
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

　
次
の
両
方
に
該
当
す
る
方
は
所
得
税
の
確
定

申
告
は
不
要
で
す
。

・�

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円

以
下

・�

公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下

　
た
だ
し
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に

は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要
で

も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
住
民

税
（
町
・
府
民
税
）
の
申
告
が
必
要
で
す
。

・�

公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
が
あ
る
方

・�

生
命
保
険
料
な
ど
の
控
除
を
受
け
る
方

医
療
費
控
除
を
申
請
さ
れ
る
方
へ

　
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
医
療
費
の

領
収
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
、
明
細
書
（
各

保
険
者
か
ら
の
医
療
費
通
知
な
ど
を
含
む
）
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
領
収
書
は
自
宅

で
５
年
間
保
存
し
、
税
務
署
か
ら
求
め
ら
れ
た

と
き
は
提
示
・
提
出
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
健
康
の
保
持
増
進
や
疾
病
予
防
へ
一

定
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
方
が
、
平
成
29

年
１
月
１
日
～
令
和
３
年
12
月
31
日
に
自
己
や

自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の

親
族
の
た
め
に
特
定
一
般
用
医
薬
品
な
ど
の
購

入
費
を
支
払
っ
た
場
合
に
、
一
定
金
額
の
所
得

控
除
（
医
療
費
控
除
）
を
受
け
ら
れ
る
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
医
療
費
控
除
の
特
例
で
あ
り
、
従

来
の
医
療
費
控
除
と
の
選
択
適
用
と
な
り
ま

す
。
従
来
の
医
療
費
控
除
を
併
せ
て
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

平
成
28
年
以
前
分
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
場

合
は
、
医
療
費
の
領
収
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

２月17日（月）～３月16日（月）
受付：午前９時～午後４時　

※土日は開催していません（２月24日（休・月）・３月１日（日）は除く）。

２月４日（火）～６日（木）
受付：午前９時～午後３時　
※土日・祝日は開催していません。

※両会場ともに混雑状況により早く終了する場合があります。
※精華町交流ホールでも２月17日～３月16日（土日を除く）に確定申告の会場が設けられます。
　詳しい案内は華創２月号に掲載予定です。

任
天
堂

近
鉄
京
都
線至奈良

ガソリン
スタンド

宇治税務署

臨時駐車場
税務署から約６００ｍ

至京都

至奈良

至京都

国
道
24
号（
大
久
保
バ
イ
パ
ス
）

旧
国
道
24
号

大
久
保

至
大
和
西
大
寺

至
京
都申告会場

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

枚方山城線（71号）

国
道
24
号

申告会場
木津川市
山城総合文化センター
「アスピア山城」

至奈良

開橋

木
津
川

至京都

至木津

至井手町

至
精
華
町

棚
倉上

狛
城
陽
線（
70
号
）

至京都
確
定
申
告
が
は
じ
ま
り
ま
す

改正後の配偶者控除・配偶者特別控除一覧表

区分 配偶者の�
合計所得金額

納税義務者の合計所得金額�
（給与所得のみの場合の給与などの収入額）

【参考】
配偶者の収入が給与所
得のみの場合の配偶者
の給与などの収入金額

900万円以下
　（1120万円以下）

　900万円超
　950万円以下

　（1120万円超
　1170万円以下）

　950万円超
　　1000万円以下
　（1170万円超

　1220万円以下）

住民税 所得税 住民税 所得税 住民税 所得税

配偶者�
控除

38万円�
以下

一般 33万円 38万円 22万円 26万円 11万円 13万円

103万円以下老人
※�70歳
　以上

38万円 48万円 26万円 32万円 13万円 16万円

配
偶
者
特
別
控
除

  85万円以下 33万円 38万円 22万円 26万円 11万円 13万円 150万円以下

  90万円以下 33万円 36万円 22万円 24万円 11万円 12万円 155万円以下

  95万円以下 31万円 21万円 11万円 160万円以下

100万円以下 26万円 18万円 9万円 166.8万円未満

105万円以下 21万円 14万円 7万円 175.2万円未満

110万円以下 16万円 11万円 6万円 183.2万円未満

115万円以下 11万円 8万円 4万円 190.4万円未満

120万円以下 6万円 4万円 2万円 197.2万円未満

123万円以下 3万円 2万円 1万円 201.6万円未満

123万円超　 なし なし なし 201.6万円以上
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精華町環境ビジョン～“ 環
かんきよう

境交
こう

都
と

”をめざして～ 

環境交都・精華町
自然や昔から培われた知恵、関西文化学術研究都市の
最端科学技術の相乗効果により「環境の恵み」「人」「知
恵と技術」が交わり、最適なバランスを保つまちとし
て環境像を表しています。

せいかの環境

「
人
・
社
会
」
が
自
然
の
恵
み

に
感
謝
し
、
未
来
を
育
む
ま
ち 

～
環か

ん
き
よ
う境
〝
幸こ

う

〟
都と

～

目標①
▼
環
境
基
本
計
画
の
推
進

　

�

精
華
町
環
境
推
進
委
員
会
や
町
内
環
境
団
体

の
会
議
（
環
境
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
）
を
開
催

し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
平
成
30
年
度
の
年

次
報
告
書
に
対
す
る
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

▼
環
境
学
習
の
推
進

　

�

環
境
学
習
の
推
進
で
は
、「
子
ど
も
祭
り
」

で
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
た
取
り
組
み
や

展
示
の
ほ

か
、
地
域

学
校
協
働

本
部
事
業

に
よ
る

「
学
校
で

の
環
境
学

習
支
援
」

な
ど
、
地

域
住
民
の

協
力
を
得

て
、
学
校

に
お
け
る
環
境
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▼
道
路
・
公
園
な
ど
の
維
持
管
理

　

�

町
で
実
施
す
る
除
草
・
剪せ

ん

定て
い

の
ほ
か
、
自
治

会
に
よ
る
清
掃
や
精
華
町
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ト

ナ
ー
制
度
を
通
じ
て
、
住
民
と
協
働
で
さ
ま

ざ
ま
な
美
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

「
里
山
・
田
畑
・
歴
史
文
化
」

を
守
り
、
継
承
す
る
ま
ち 

～
環か

ん
き
よ
う境
〝
恒こ

う

〟
都と

～

目標②
▼
里
地
里
山
の
保
全
と
継
承

　

�

東
畑
地
区
を
中
心
と
し
た
「
里
山
保
全
モ
デ

ル
事
業
」
に
取
り
組
み
、
里
山
保
全
・
森
林

整
備
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
広
く
地
域
住
民

や
子
ど
も
た
ち
に
里
地
里
山
の
魅
力
を
伝
え

る
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
農
業
を
取
り
ま
く
環
境
の
保
全
向
上

　

�

国
土
保
全
な
ど
、
農
地
の
多
面
的
機
能
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
、
荒
廃
農
地
の
是
正
に
努
め
ま
し
た
。
ま

た
、
農
業
を
取
り
ま
く
環
境
の
保
全
向
上
、
特

産
品
開
発
や
地
産
地
消
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▼
安
全
・
安
心
な
環
境
の
保
全

　

�

町
内
河
川
の
水
質
調
査
や
あ
き
地
の
除
草
要

請
な
ど
の
指
導
、
学
研
地
区
進
出
企
業
へ
の

環
境
保
全
計
画
書
の
審
査
や
立
ち
入
り
調
査

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
精
華
町

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」
の
周
知
に
努

め
ま
し
た
。

▼
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

　

�

町
と
各
自
治
会
長
で
構
成
す
る
「
精
華
町
き

れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会
」

で
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
環
境
美
化
清
掃
活

動
を
展
開
し
ま
し
た
。

「
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
健

や
か
に
巡
る
ま
ち 

～
環か

ん
き
よ
う境
〝
康こ

う

〟
都と

～

目標③
▼
ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル

　

�

精
華
町
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
基
本

計
画
に
基
づ
く
減
量
化
に
向
け
、「
食
品
ロ

ス
」
の
削
減
、
生
ご
み
の
水
切
り
、「
そ
の

他
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
」
の
分
別
の
３

点
を
重
点
的
に
推
進
し
ま
し
た
。

▼
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

　

�

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
と
し
て
、
京
都
府
立

大
学
と
連
携
し
、
洛
い
も
や
、
ゴ
ー
ヤ
ー
を

用
い
た
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
の
普
及
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
宅
に
お
け

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
自
立
化
の
た
め
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
お
よ
び
蓄
電
設
備

を
同
時
に
設
置
す
る
住
民
に
対
し
補
助
を
行

い
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
を
図
り
ま
し
た
。

▼
環
境
に
配
慮
し
た
交
通
手
段
の
充
実

　

�

公
共
交
通
を
通
じ
て
地
球
温
暖
化
対
策
に
取

り
組
む
た
め
設
置
し
た
、
精
華
町
地
球
温
暖

化
対
策
地
域
協
議
会
に
お
い
て
、
自
家
用
車

か
ら
環
境
負
荷
の
少
な
い
公
共
交
通
へ
の
利

用
転
換
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
連
節
バ
ス
の

導
入
な
ど
を
行
い
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
を
評
価

指
標
と
し
た
効
果
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

環
境
で
「
生な

り
わ
い業
」
を
目
覚
め
さ

せ
、
起
こ
す
ま
ち 

～
環か

ん
き
よ
う境
〝
興こ

う

〟
都と

～

目標④
▼
地
産
地
消
に
よ
る
地
域
活
性
化

　

�

特
産
品
開
発
連
絡
協
議
会
を
支
援
し
、
新
た

な
特
産
品
の
開
発
を
推
進
し
ま
し
た
。
精
華

町
地
域
資
源
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
「
華
工

房
」
で
は
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物
を

よ
り
付
加
価
値
の
高
い
加
工
品
と
し
て
、
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
研
究
開
発

を
行
い
、
地
産
地
消
を
進
め
て
い
ま
す
。

年
次
報
告
書
の
公
表

　
今
回
紹
介
し
た
年
次
報
告
書
「
精
華
町
の
環

境
（
平
成
30
年
度
）」
は
、
環
境
推
進
課
（
２

階
）
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し

て
い
ま
す
。

　
報
告
書
に
対
す
る
ご
意
見
は
、
１
月
31
日
㈮

ま
で
に
環
境
推
進
課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
取
り
組
み

精
華
町
版
環
境
日
記
２
０
１
９
の
実
施

　

２
０
１
３
年
よ
り
始
め
た
環
境
日
記
に
、

「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
や
「
打
ち
水
イ
ベ
ン

ト
」
と
い
っ
た
本
町
の
環
境
の
取
り
組
み
な
ど

を
紹
介
し
た
精
華
町
版
環
境
日
記
を
、
町
内
小

学
４
年
生
以
上
の
全
員
と
希
望
者
に
配
布
し
、

環
境
学
習
な
ど
に
も
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
内
小
学
生
を
対
象
に
し
た
コ

ン
テ
ス
ト
に
５
７
６
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
は
、
11
月
30
日
㈯
の
環

境
の
つ
ど
い
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
環
境
に
関
す
る
工
作
体
験
も
実
施

し
ま
し
た
（
29
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

食
品
ロ
ス
削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

「
食
品
ロ
ス
の
削
減
」
を
、
ご
み
減
量
に
向
け

た
家
庭
に
お
け
る
重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
位
置
付
け
、「
食
品
ロ
ス
の
削
減
」
に
つ

い
て
効
果
が
見
ら
れ
た
３
つ
の
行
動
、

①�

「
傷
み
や
す
い
食
品
を
優
先
的
に
使
う
」

②�

「
す
ぐ
使
う
食
品
は
、
冷
蔵
庫
の
目
線
の
位

置
に
置
く
」

③�

「
買
い
物
前
に
、
冷
蔵
庫
を
確
認
す
る
」

に
つ
い
て
、
９
月
～
11
月
の
３
カ
月
間
を
「
冷

蔵
庫
整
理
で 

食
品
ロ
ス
削
減
！ 

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
し
て
、
周
知
・
啓
発
を
推
進
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、「
冷
蔵

庫
ス
ッ
キ
リ
！
食
品
ロ
ス
削
減
連
続
講
座
」
と

し
て
、
残
り
物
を
手
軽
に
美
味
し
く
リ
メ
イ
ク

す
る
方
法
を
教
え
る
「
食
べ
切
り
料
理
教
室
」

お
よ
び
冷
蔵
庫
を
す
っ
き
り
整
理
し
て
、
食
品

ロ
ス
を
減
ら
し
、
食
費
を
節
約
す
る
コ
ツ
を
伝

授
す
る
「
冷
蔵
庫
整
理
講
習
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

ｑ��

環
境
推
進
課
環
境
保
全
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

町の環境施策の方針として、平成23年２月に策定した精華町環境基本計画。
現在、行政・住民・事業者・住民団体などが連携して進めています。本計画
に掲げている４つの「環境目標」。それぞれに向けた取り組みを紹介します。

昨
年
度
の
取
り
組
み

  精華町版環境日記 空き缶を使った遊びを体験（子ども祭り）

「食べ切り教室」でエコでお得な食
べ切り方法を解説
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Ｐ
Ｃ
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
充
電
池
で
す
。

　
破
損
・
変
形
に
よ
り
発
熱
、
発
火
す
る
危
険

性
が
高
い
た
め
、
町
の
ご
み
収
集
で
は
収
集
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
処
分
す
る
際
は
必
ず
一
般

財
団
法
人
Ｊ
Ｂ
Ｒ
Ｃ
の
回
収
協
力
店
な
ど
で
引

き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
回
収
協
力
店
は
、
一
般
財
団
法
人
Ｊ
Ｂ
Ｒ
Ｃ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.jbrc.
com

）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ｑ 

環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

−

１
９
２
５

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
み
ん
な
の
ご
み
」
か
ら
考
え
る

ア
イ
デ
ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

�

参
加
者
募
集

　
各
地
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
好
評

を
博
し
た
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
み
ん
な
の
ご
み
」。

　
最
終
処
分
場
が
満
杯
に
な
ら
な
い
よ
う
に
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
協
力
し
て
進
め
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

　
開
発
に
携
わ
っ
た
「
ひ
の
で
や
エ
コ
ラ
イ
フ

研
究
所
」
代
表
の
鈴
木
靖
文
さ
ん
を
招
き
、

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
遊
び
な
が
ら
ご
み
減
量
に
つ

い
て
学
ん
だ
後
、
ご
み
を
出
さ
な
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
住
民
や
事
業
者
と
一
緒
に
企
画
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
15
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時
30
分

会
場　
図
書
館
集
会
室
（
町
立
図
書
館
１
階
）

対
象
者　
町
内
在
住
・
在
勤
で
中
学
生
以
上

定
員　
先
着
24
人

申
込
方
法　
１
月
31
日
㈮
ま
で
に
直
接
、
ま
た

は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

ｑ 

環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

−

１
９
２
５ 

ｆ
95

−

３
９
７
４

　環境の森センター・きづがわは、平成30年９月13日（木）に供用を開始し、１年が経過しました。今回は、平成30年
９月～令和元年８月の稼働状況について、お知らせします。

１　ごみの受け入れ状況について
　平成30年９月～令和元年８月までに環境の森センター・きづがわで受け入れたごみ量は、家庭系可燃ごみ１万
6810.34ｔ、事業系一般廃棄物5951.51ｔでした。

家庭系可燃ごみ 事　業　系
一般廃棄物 合　　　計

行政回収 直接持込

精 華 町 5636.59ｔ 5622.06ｔ 14.53ｔ

5951.51ｔ ２万2761.85t木津川市 １万1173.75ｔ １万1101.97ｔ 71.78ｔ

合　　計 １万6810.34ｔ １万6724.03ｔ 86.31ｔ

２　ごみの焼却について
　環境の森センター・きづがわでは、１日に47t 焼却できる焼却炉が２炉備わっており、１日で94t のごみを処理す
ることができます。この期間中の焼却炉の稼働日数は、１号炉263日、２号炉265日で、焼却量は、２万2245.56t

（１号炉１万1087.61t、２号炉１万1157.95t）でした。焼却炉内の温度は、900℃前後で運転しています。
　また平成31年２月に測定した排ガス中のダイオキシン類濃度は、次の通りでした。

項　目 単　位 法令基準 管理目標値 １号炉 ２号炉

硫黄酸化物 ppm 4600 30 2.1 4.8

ばいじん g/㎥ N 0.15 0.01 0.001未満 0.002

塩化水素 ppm 430 50 2.6 2.7

窒素酸化物 ppm 250 50 30 31

水銀 μ g/㎥ N 50 50 0.5未満 0.5未満

ダイオキシン類 ng-TEQ/㎥ N ５ 0.05 0.000056 0.0021

３　発電量について
　環境の森センター・きづがわでは、ごみを燃やしたときに発生する熱を利用して、最大1220kw の発電を行ってい
ます。施設内の電気は、発電により作られた電気と電力会社から購入した電気で賄っています。余剰電力は、電力会社
に売却しています。発電量は、620万7820kw で、売電量は、267万5485kw、収益は、2456万4546円でした。
　なお、この期間中、施設の定期点検などにより電力会社から受電した電力は、38万9520kw でしたので、ほとんど
自前の電気で施設を運転することが出来ました。

４　施設見学について
　令和元年９月末時点で、約3000人の各種団体および個人の方が施設を見学されました。
　また、平成31年３月10日（日）に施設見学会を開催したところ、171人の方の参加がありました。見学会は、今年度
も開催する予定です。詳細が決まり次第、組合のホームページ（https://www.kizugawa-seika-kankyo.or.jp/）など
で案内します。

５　皆さんへお願い
　環境の森センター・きづがわでは、可燃ごみの焼却を行っていますが、水銀・鉛を含む乾電池などの製品が混ざって
いることがあります。不燃ごみが混ざっていると、排ガス処理を安定的に行うことが困難となります。
　施設を長い間、きれいに安全に運転するために、ごみの分別をより一層、徹底していただきますよう、皆さんのご理
解・ご協力をお願いします。

ｑ環境の森センター・きづがわ ｔ72−1010

木
津
川
を
美
し
く
す
る
会�

�

精
華
町
支
部
研
修
会

　
11
月
７
日
㈭
に
治
水
・
利
水
や
水
環
境
に
つ

い
て
の
研
修
と
し
て
、
毛
馬
エ
リ
ア
と
村
野
浄

水
場
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
訪
れ
た
毛
馬
エ
リ
ア
は
、
４
つ
の
施

設
が
淀
川
の
水
を
調
節
す
る
た
め
に
作
ら
れ
、

河
川
氾
濫
対
策
や
淀
川
の
淡
水
と
海
水
の
分

離
、
水
面
の
高
さ
が
違
う
大
川
と
淀
川
の
船
の

往
来
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
淀
川
下
流
や
大

川
の
氾
濫
対
策
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
毛

馬
エ
リ
ア
の
重
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

　
村
野
浄
水
場
は
、
大
阪
府
で
１
番
大
き
な
浄

水
場
で
、
大
阪
府
内
全
域
（
大
阪
市
を
除
く
）

に
水
道
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
取
水
か
ら
水

処
理
の
過
程
を
実
際
に
見
て
学
び
、
住
民
が
安

心
し
て
飲
め
る
安
全
で
お
い
し
い
水
を
作
る
た

め
の
役
割
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
本
支
部
の
活
動
発
展
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ｑ�

木
津
川
を
美
し
く
す
る
会
精
華
町
支
部
事
務

局
（
環
境
推
進
課
内
）
ｔ
95

−

１
９
２
５

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
適
正
処
理
に
つ
い
て

　

10
月
30
日
㈬
の
燃
や
さ
な
い
ご
み
収
集
時

に
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
含
ま
れ
た
ご
み

が
出
さ
れ
、
収
集
後
、
収
集
車
の
中
で
発
火
す

る
事
象
が
あ
り
ま
し
た
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
主
に
携
帯
電

話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ノ
ー
ト

★�左表①～⑩の区域分け
も、「ごみ収集日程表」
と同様です。

☆プラスチック製容器包装
区域 年始最初の収集日

①・⑤ １月６日（月）
②・⑥ １月７日（火）
⑨・⑩ １月８日（水）
③・⑦ １月９日（木）
④・⑧ １月10日（金）

☆燃やすごみ
区　　　域 年始最初の収集日

南稲八妻、植田 １月４日（土）
僧坊、谷、菅井、北ノ堂、
馬渕、中（農免道路から東
側の地域）、東、西北、山
田、乾谷、柘榴、東畑、桜
が丘

１月６日（月）

菱 田、 滝 ノ 鼻、 舟、 里、
旭、北稲八間、南、中久保
田、中（農免道路から西側
の地域）、光台、精華台、
祝園西一丁目

１月７日（火）

☆�燃やさないごみ（カン・鉄くず類、びん・
ガラス類、ビニール・プラスチックごみ）

区域 年始最初の収集日
① １月 6 日（月）
② １月 7 日（火）
⑨・⑩ １月 8 日（水）
③・⑦ １月 9 日（木）
④・⑧ １月10日（金）
⑤ １月13日（祝・月）
⑥ １月14日（火）

年 始 の ご み 収 集 開 始 日

◦①～⑩の対象地区
①�菱田（農免道路から東側の地域）、滝ノ鼻、舟（農免道路から東

側の地域）、中久保田
②�北ノ堂、馬渕、中（農免道路から東側の地域）、東、西北（農免

道路から東側の地域）
③�菱田（旧府道から東側の地域）、里、僧坊（旧府道から東側の地

域）、舟（農免道路から西側の地域）
④�菱田（旧府道から西側の地域）、僧坊（旧府道から西側の地域）、

谷、北稲八間（旧府道から西側の地域）、旭
⑤�南（旧府道から東側の地域）、菅井、北稲八間（旧府道から東側

の地域）、西北（農免道路から西側の地域）、中（農免道路から西
側の地域）

⑥�南（旧府道から西側の地域）、南稲八妻、植田、祝園西一丁目
⑦�乾谷、柘榴、東畑　⑧山田、桜が丘　⑨光台　⑩精華台

★農免道路は菅井・菱田線。旧府道は22号（八幡木津）線。
ｑ環境推進課資源循環係ｔ95−1925

環境の森センター・きづがわの稼働状況について

施設見学の様子

環
境
共
感
だ
よ
り

11 January 10January

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

環境・美化 環境・美化

暮らし・税



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは38ページに掲載しています。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
日
本
の
公
的
年
金
制
度
は
、
老
後
の
暮
ら
し

を
は
じ
め
、
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
と
き

や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

み
ん
な
で
暮
ら
し
を
支
え
合
う
と
い
う
社
会
保

険
の
考
え
方
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な

り
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
方
は
毎

月
、
国
民
年
金
保
険
料
（
以
下
、
保
険
料
）
を

納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
収
入
が
少
な
く
、
保
険
料
の
納
付

が
納
付
期
限
ま
で
に
で
き
な
い
場
合
に
は
、
保

険
料
の
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
や
「
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
」
な
ど
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。３

つ
の
年
金
給
付

　
年
金
は
「
老
後
の
た
め
」
だ
け
の
も
の
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
現
役
世
代
の
方
で
も
受
け

ら
れ
る
給
付
制
度
も
あ
り
ま
す
。

▼
老
齢
年
金

　

�

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
年

金
給
付
制
度
で
す
。
一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
る
年
金
が
こ
れ
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

▼
障
害
年
金

　

�

病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
障
害

の
程
度
に
応
じ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

年
金
給
付
制
度
で
す
。

▼
遺
族
年
金

　

�

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
の

あ
る
配
偶
者
ま
た
は
子
が
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
年
金
給
付
制
度
で
す
。

年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い

　
日
本
の
公
的
年
金
制
度
は
、
現
在
の
現
役
世

代
が
納
め
た
保
険
料
に
よ
っ
て
年
金
が
支
給
さ

れ
る
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」
を
基
本
に

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
（
賦
課
方
式
）。

　
ま
た
、
日
本
の
公
的
年
金
制
度
は
左
の
図
の

よ
う
な
２
階
建
て
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
手
帳
は
大
切
に

　

日
本
の
公
的
年
金
制
度
で
は
、「
基
礎
年
金

番
号
」
が
全
て
の
年
金
制
度
で
共
通
し
て
使
用

さ
れ
て
お
り
、
加
入
記
録
や
保
険
料
の
納
付
状

況
な
ど
が
基
礎
年
金
番
号
で
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
年
金
手
帳
に
は
こ
の
基
礎
年
金
番
号
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
年
金
に
関
す
る
手
続
き
の
際

に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

ｑ 

総
合
窓
口
課
年
金
係
ｔ
95

－

１
９
１
５
、
京

都
南
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
ｔ
０
７
５

－

６
４
４

－

１
１
６
５
（
代
表
）

特
殊
詐
欺
に
注
意

　
令
和
元
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
制
度
に
便
乗
し
、
厚
生
労
働
省
、

日
本
年
金
機
構
、
ま
た
市
区
町
村
の
職
員
を
名

乗
る
者
か
ら
、「
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

振
込
口
座
が
使
え
な
い
た
め
、
新
し
い
口
座
番

号
、
暗
証
番
号
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
教
え
て
ほ

し
い
。」
と
い
う
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
や
日
本
年
金
機
構
、
ま
た
市
区

町
村
の
職
員
か
ら
は
、
電
話
で
お
客
様
の
口
座

番
号
、
暗
証
番
号
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
お

聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

電
話
が
あ
っ
て
も
、
口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情

報
を
答
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
不
明
な
点
な
ど
が
あ
れ
ば
、
近
く
の
年
金
事

務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ｑ 

京
都
南
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室
ｔ
０
７

５

－

６
４
４

－

１
１
６
５
（
代
表
）

所
得
税
な
ど
の
障
害
者
控
除

　
要
介
護
者
の
一
部
も
対
象

　
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

は
、
所
得
税
・
町
府
民
税
の
障
害
者
控
除
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く

て
も
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
一
部

も
、
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
対
象
は
、
要
介
護
２
以
上
で
、
認
知
症
の

状
態
な
ど
が
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
方
で

す
。
適
用
に
は
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

が
必
要
で
す
。

　
同
認
定
書
が
必
要
な
方
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ｑ 

高
齢
福
祉
課
高
齢
介
護
係
ｔ
95

－

１
９
３
２

医
療
費
助
成 

申
請
を

　
昭
和
30
年
２
月
生
ま
れ
の
方
へ

　

町
で
は
、
65
～
69
歳
で
要
件
を
満
た
す
方

に
、
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
【
注
】。

　

申
請
期
間
は
１
月
14
日
㈫
～
20
日
㈪
の
平

日
。
申
請
が
遅
れ
る
と
受
給
者
証
の
使
用
開
始

日
も
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
注
】
対
象
者
に
は
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

ｑ 

国
保
医
療
課
医
療
係
ｔ
95

－

１
９
２
９

不
妊
治
療
な
ど
に
助
成

　
町
や
京
都
府
で
は
、
不
妊
治
療
や
不
育
治
療

な
ど
、
特
定
不
妊
治
療
に
か
か
っ
た
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

町
の
助
成

▼
対
象
と
な
る
治
療

　
①
一
般
不
妊
治
療

　
　
保
険
適
用
の
あ
る
治
療
と
人
工
授
精

　
②
不
育
治
療
な
ど

　
　

�

流
産
や
死
産
を
繰
り
返
す
「
不
育
症
」
の

原
因
検
査
や
治
療
（
い
ず
れ
も
保
険
適
用

の
あ
る
も
の
）

▼
対
象
者

　
�

町
内
に
住
所
を
有
し
、
京
都
府
に
引
き
続
き

１
年
以
上
居
住
地
を
有
す
る
夫
婦
（
事
実
婚

を
含
む
。
た
だ
し
、
人
工
授
精
の
治
療
費
を

申
請
す
る
場
合
は
婚
姻
の
届
け
出
が
必
要
）

で
、
各
種
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

　
※�

一
般
不
妊
治
療
の
人
工
授
精
に
限
り
、
法

律
上
の
夫
婦
と
し
ま
す
。

▼
助
成
額

　

�

不
妊
治
療
に
か
か
る
被
保
険
者
負
担
額
の
２

分
の
１
（
限
度
額
あ
り
）

▼
申
請
方
法

　

�

診
療
日
か
ら
１
年
以
内
に
必
要
書
類
【
注
】

を
直
接
、
健
康
推
進
課
（
２
階
）
へ
。

【
注
】
申
請
書
・
医
療
機
関
証
明
書
・
請
求
書
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ 

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

京
都
府
の
助
成

　
１
回
の
治
療
に
つ
き
15
万
円
ま
で
、
男
性

不
妊
治
療
は
20
万
円
ま
で
（
い
ず
れ
の
治
療

も
初
回
の
治
療
は
30
万
円
ま
で
）、
助
成
さ

れ
ま
す
。

※�

治
療
ス
テ
ー
ジ
に
よ
り
助
成
金
額
は
異
な
り

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

し
ま
す
！

ま
す
。

　

京
都
府
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）
が
対
象
で
、
対
象
者
は
治
療

初
日
の
妻
の
年
齢
が
42
歳
以
下
で
次
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
卵

子
採
取
に
至
ら
な
い
場
合
を
除
き
ま
す
。

・�

京
都
府
内
（
京
都
市
以
外
）
に
住
民
登
録
し

て
い
る
。

・�

婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
る
。

・�

指
定
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
。

・�

特
定
不
妊
治
療
が
必
要
と
医
師
に
診
断
さ
れ

て
い
る
。

・�

夫
婦
の
前
年
所
得
合
計
が
７
３
０
万
円
未

満
。

　
申
請
期
間
は
原
則
、
治
療
終
了
日
の
年
度
内

で
す
（
助
成
回
数
・
助
成
額
は
限
度
あ
り
）。

「
き
ょ
う
と
子
育
て
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
不
妊
や
不
育
、
妊
娠
、
出
産
の

相
談
が
で
き
ま
す
。
ｔ
０
７
５

−

６
９
２

−

３
４
４
９
〔
平
日
の
午
前
９
時
15
分
～
午
後
１

時
15
分
・
午
後
２
時
～
４
時
（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）〕

ｑ 

山
城
南
保
健
所
ｔ
72

－

４
３
０
０

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
に
注
意

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
、
12
月
～

３
月
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
手
洗
い
や
う
が
い

を
十
分
し
て
、
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
感
染
し
な

い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

・�

せ
っ
け
ん
で
十
分
に
手
を
洗
う
。

・�

調
理
器
具
も
毎
回
洗
い
、
加
熱
消
毒
す
る
。

・�

食
品
は
十
分
に
加
熱
す
る
（
85
度
以
上
で
１

分
以
上
）。

・�

感
染
者
の
ふ
ん
便
や
吐
物
な
ど
の
処
理
の
際

は
手
袋
を
着
け
る
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
人
か
ら
人
に
移
り
、
体
内

に
ウ
イ
ル
ス
が
入
っ
て
か
ら
１
～
２
日
後
に
激

し
い
吐
き
気
、
嘔お
う
吐と

、
腹
痛
、
下げ

痢り

、
発
熱
な

ど
の
症
状
が
出
ま
す
。
通
常
は
２
日
ほ
ど
で
治

り
、
後
遺
症
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
完
全
に
治
る
に
は
約
１
週
間
か
か

り
ま
す
。
症
状
が
治
ま
っ
て
も
、
学
校
や
職
場

な
ど
の
集
団
生
活
に
は
す
ぐ
に
復
帰
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
長
く
て
１
カ
月
は
、
排
せ

つ
物
に
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
疑
わ
し
い
症
状
が
出
た
場
合
は
、
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
食
中
毒

は
、
主
に
水
分
補

給
で
脱
水
症
状
を

防
い
で
治
し
ま

す
。
安
易
に
下
痢

止
め
を
飲
ん
で
し

ま
う
と
、
体
内
に

ウ
イ
ル
ス
を
と
ど

め
、
回
復
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

ｑ 

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

か
し
の
き
苑
の
工
事
休
館

　
１
月
５
日
㈰
～
３
月
31
日
㈫
ま
で
照
明
器
具

の
改
修
工
事
の
た
め
、
か
し
の
き
苑
を
休
館
し

ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ｑ 

精
華
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
し
の
き
苑
ｔ

94
−

５
２
０
０

交通安全瓦版交通安全瓦版 その22

自転車保険に入っていますか？
　自転車は身近で便利な乗り物ですが、法令で
定められた車両であることを知っていますか？
　自転車の利用者は、十分安全に配慮した上で
交通ルールを順守する必要があり、また、事故
を起こせば自動車などと同様に賠償責任が発生
します。
　自転車が加害者となった事故で高額賠償を求
められる事例も多く発生しており、中には１億
円近い損害賠償の判決もあります。

　京都府では、「京都府自転車の安全な利用の
促進に関する条例」により、自転車利用者の自
転車保険への加入を義務付けています。
　自転車の利用者だけでなく、周囲の方のため
にも自転車保険は必要な備えです。
　今一度自分や家族の保険について確認し、未
加入であれば自転車保険に加入しましょう。

ｑ総務課行政 110 番係ｔ 95 − 1910
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町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは38ページに掲載しています。

　広 告（掲載内容については各広告主に問い合わせてください）

水
銀
使
用
の
製
品
を
捨
て
る
際
は

　
水
銀
体
温
計
な
ど
、
水
銀
使
用
廃
製
品
は
有

害
で
危
険
な
た
め
、
安
全
に
処
理
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
廃
棄
す
る
際
は
次
の
通
り
、
正

し
く
分
別
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①�

水
銀
体
温
計
、
水
銀
温
度
計
、
水
銀
血
圧
計

　

�

環
境
推
進
課
（
２
階
）
窓
口
に
設
置
し
て
い

る
専
用
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
回
収
し
て
い
ま

す
。
破
損
を
防
ぐ
た
め
、
容
器
が
あ
れ
ば
容

器
に
入
れ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

蛍
光
灯

　

�

「
燃
や
さ
な
い
ご
み
（
び
ん
）」
の
区
分
で
割

れ
な
い
よ
う
に
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

町
役
場
北
側
駐
車
場
、
か
し
の
き
苑
、
む
く

の
き
セ
ン
タ
ー
、
南
稲
八
妻
区
不
燃
物
置
場

（
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
で
も
専
用
の
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
け
、
回
収
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

③�

ボ
タ
ン
電
池

　

�

町
で
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
家
電
量
販

店
な
ど
の
ボ
タ
ン
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

ｑ 

環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
協
力
を

　
農
林
水
産
省
は
、
令
和
２
年
２
月
１
日
現
在

で
統
計
調
査
「
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
わ
が
国

の
農
林
業
・
農
山
村
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、
５
年
ご
と
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
農
林
業
関
係
者
の
皆
さ
ん
は
、
農
林
業
の
経

営
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
票
へ
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。
調
査
票
は
１
月
中
旬
以
降
、

調
査
員
が
訪
問
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。

　
な
お
、
記
入
内
容
が
統
計
以
外
の
目
的
に
使

用
さ
れ
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

ｑ 

企
画
調
整
課
企
画
係
ｔ
95

－

１
９
０
０

物
品
役
務
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

２
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮
、
補
充
申
請
受
付

　
町
が
来
年
度
発
注
す
る
物
品
役
務
の
入
札
に

か
か
る
参
加
資
格
審
査
申
請
の
補
充
受
け
付
け

を
２
月
３
日
～
14
日
、
財
政
課
（
５
階
）
で
行

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
31
年
２
月
の
本
申
請
が
済
ん

で
い
な
い
業
者
が
対
象
で
す
。
今
回
申
請
し
、

受
理
さ
れ
た
業
者
の
資
格
有
効
期
間
は
令
和
２

年
４
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日
の
１
年
間

と
な
り
ま
す
。
原
則
郵
送
で
受
け
付
け
ま
す
。

上
下
水
道
関
係
業
者
も
財
政
課
で
受
け
付
け
ま

す
。

　
申
請
書
類
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ 

財
政
課
管
理
係
ｔ
95

－

１
９
１
４

放
送
大
学
の
受
講
者
募
集

　
放
送
大
学
で
は
令
和
２
年
度
第
１
学
期
（
４

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

▼
出
願
期
間

　

�

第
１
回
は
２
月
29
日
㈯
ま
で
、
第
２
回
は
３

月
１
日
㈰
～
17
日
㈫
。

ｑ 

放
送
大
学
京
都
学
習
セ
ン
タ
ー
ｔ
０
７
５

－

３
７
１

－

３
０
０
１
、
放
送
大
学
奈
良
学
習

セ
ン
タ
ー
ｔ
０
７
４
２

－

２
０

－

７
８
７
０

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
３
０
０
人
を
超

え
る
会
員
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
入
会
の
理
由
は
、
生
き
が

い
や
社
会
参
加
を
図
り
た
い
と
い
う
の
が
１
番

で
す
。
他
に
も
仲
間
づ
く
り
や
時
間
的
余
裕
、

健
康
維
持
・
増
進
、
経
済
的
理
由
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　
入
会
を
検
討
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
そ
の
き
っ

か
け
が
気
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
地
域
に
掲

示
し
て
い
る
看
板
や
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い

る
チ
ラ
シ
を
見
た
、
セ
ン
タ
ー
の
講
習
会
に
参

加
し
て
入
会
し
た
、
家
族
・
友
達
か
ら
話
を
聞

い
た
・
誘
わ
れ
た
、
会
員
の
働
き
ぶ
り
を
見

た
、
仕
事
を
依
頼
す
る
方
だ
っ
た
が
私
も
働
い

て
み
た
く
な
っ
た
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
新
年
も
一
緒
に
働
く
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
入
会
説
明
会

　
日
時　
２
月
３
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午

　
対
象
者　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
シ
ル
バ
ー
さ
ろ
ん

　

�

日
時　
１
月
10
日
㈮
、
２
月
３
日
㈪
・
10
日

㈪
午
前
10
時
～
午
後
３
時

ｑ�

精
華
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ｔ
98

－

０
５
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
の
き
っ
か
け

精華町職員募集

〇試験日程
　１次試験
　　１月26日（日）午前９時00分～
　　土木技術職、給食調理員：社会人基礎試験
　　消防職：学歴に応じた教養試験
　２次試験
　　体力試験（消防職のみ）
　　２月16日（日）別途通知
　　個別面接
　　２月23日（日）別途通知　

〇応募方法・申込期間
　申込期間：１月６日（月）～ 15日（水）のうち、平日午前８時30分～正午・午後１時～５時
　　　　　　必要書類を下記のところへ提出してください（郵送可・ただし申込期間内に必着）。

　　　　　　　〒619-0285　京都府相楽郡精華町大字南稲八妻小字北尻70番地 
　　　　　　　精華町役場総務部総務課人事係　ｔ0774−95−1910（総務課直通）

　必要書類およびそのほか詳細は、募集要項または精華町ホームページで確認してください。
　町ホームページ：https://www.town.seika.kyoto.jp
　募集要項は、町役場総務課（５階）などで配布しています。

令和２年４月１日採用

土木技術職と給食調理員では
� 社会人経験者を求めています！

土木技術職応募資格
①�１級もしくは２級土木施工管理技
士の資格を有する者、または２級
土木施工管理技術検定試験の受験
資格を有する者（ただし指定学科卒
業者に限り、見込み者は除く）。
②年齢要件
　�昭和54年４月２日～平成７年４月
１日までの出生者

土木技術職
消防職応募資格
①�次の身体的条件を満たしている者
◦�視力（矯正視力を含む）が両眼で0.7
以上、かつ一眼でそれぞれ0.3以上
あること

◦�そのほか身体に職務遂行上支障が
ないこと
②年齢要件
　�平成４年４月２日～平成14年４月
１日までの出生者
③その他
　�日本国籍を有する者

消　防　職
給食調理員応募資格
①�調理師免許を保有し、学校給食（保
育所、幼稚園、病院、介護施設を
含む）の調理経験１年以上、かつ、
３年以上飲食物の調理に直接従事
していた者（令和２年３月31日現
在）
②年齢要件
　�昭和49年４月２日～平成14年４月
１日までの出生者

給食調理員

パブリックコメントを実施 
～皆さんのご意見をお待ちしています～
「第２期精華町地域創生戦略」素案に対する意見を１月24日

（金）まで募集しています。
　この戦略は、まち・ひと・しごと創生法に基づき、人口減
少の克服と地域活力の向上に向け、今後５年間の目標や施策
の方向性・具体的な施策などを示すものです。
　戦略素案は町ホームページで公開するほか、町立図書館

（２階）や企画調整課（５階）などでも配架しています。

ｑ企画調整課ｔ95−1900

農林業センサスの
マスコットキャラクター
「つっちー」

15 January 14January

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

暮らし・税

年金・保険

健康・医療

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

防犯・防災
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